
２ 令和
れいわ

５年度
ねんど

の成果
せいか

目 標
もくひょう

の設定
せってい

 

 

(1) 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

支援
しえん

の観点
かんてん

から、地域
ちいき

生活
せいかつ

を希望
きぼう

する 障
しょう

がい者
しゃ

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、必要
ひつよう

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が提 供
ていきょう

される体制
たいせい

を

整備
せいび

する必要
ひつよう

があります。 

○ 福祉
ふくし

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

している 障
しょう

がい者
しゃ

（以下
い か

「施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

」という。）の人口
じんこう

に占
し

める割合
わりあい

は、都道府県
とどうふけん

によって大
おお

きな差
さ

があり、特
とく

に大都市
だ い と し

がある都府県
と ふ け ん

において

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

が少
すく

ない傾向
けいこう

があります。 

○ 人口
じんこう

10万人
まんにん

当
あ

たりの施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

は、全国
ぜんこく

平均
へいきん

の100.9人
にん

に対
たい

し、本県
ほんけん

は全国
ぜんこく

最 少
さいしょう

の51.7人
にん

となっていますが、これには、大都市
だ い と し

があるという地域
ちいき

事情
じじょう

に加
くわ

え、

早
はや

い時期
じ き

から入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めてきた背景
はいけい

があると 考
かんが

えています。 

 

（都道府県
とどうふけん

人口
じんこう

に占
し

める施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の割合
わりあい

） 

 

※ 施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

については、令和
れ い わ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9から 抽 出
ちゅうしゅつ

。

都道府県
と どう ふ け ん

人口
じんこう

は、令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

国勢
こくせい

調査
ちょうさ

結果
け っ か

に基
もと

づく。 

 

○ 本県
ほんけん

における施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

は、令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

時点
じてん

で4,778名
めい

となっていますが、

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

＊10の構成
こうせい

では、重度
じゅうど

とされる区分
くぶん

５及
およ

び区分
くぶん

６の入 所 者
にゅうしょしゃ

は全体
ぜんたい

の

約
やく

88.7％と、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の重度化
じゅうどか

が進
すす

んでおり、地域
ちいき

移行
いこう

が比較的
ひかくてき

しやすい

中軽度
ちゅうけいど

の方
ほう

が少
すく

なくなっています。 
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(人/10万人)※入所施設：障害者支援施設
全国
ぜんこく

平均
へいきん

 100.9人
にん

/10万人
まんにん

 

神奈川県
か な が わ け ん

 51.7人
にん

/10万人
まんにん

（全国
ぜんこく

最 少
さいしょう

） 
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（施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

） 

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

 
令和
れいわ

２年度
ねんど

  

人数
にんずう

 構成比
こうせいひ

 

区分
くぶん

１ １人
にん

 0.0％ 

区分
くぶん

２ ５人
にん

 0.1％ 

区分
くぶん

３ 67人
にん

 1.4％ 

区分
くぶん

４ 452人
にん

 9.5％ 

区分
くぶん

５ 1,096人
にん

 22.9％ 
計
けい

  88.7％ 
区分
くぶん

６ 3,143人
にん

 65.8％ 

その他
た

 14人
にん

 0.3％  

計
けい

 4,778人
にん

 100％ 

 ※ 令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9 

 

○ 県
けん

では、これまで、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めるため、自立
じりつ

訓練
くんれん

や

地域
ちいき

移行
いこう

支援等
しえんとう

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを活用
かつよう

して、グループホームや一般
いっぱん

住 宅 等
じゅうたくとう

へ

の移行
いこう

を推進
すいしん

することとし、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の基盤
きばん

整備等
せいびとう

に取
と

り組
く

んできまし

た。 

 

○ また、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行後
い こ う ご

の主
おも

な生活
せいかつ

の場
ば

となるグループホームについては、

「障 害 者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター＊11」を設置
せっち

し、グループホームの

開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言等
じょげんとう

を 行
おこな

うとともに、市町村
しちょうそん

を通
つう

じたグループ

ホームの整備
せいび

・運営
うんえい

に係
かか

る費用
ひよう

の補助
ほじょ

や、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れた場合
ばあい

の

人件費
じんけんひ

補助
ほじょ

などの実施
じっし

により、設置
せっち

・利用
りよう

の促進
そくしん

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ さらに、グループホーム等
とう

において、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5のある方
かた

や医療的
いりょうてき

ケア

を要
よう

する方等
かたとう

に対応
たいおう

できる職 員
しょくいん

が不足
ふそく

していることから、こうした重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り組
く

んできました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、平成
へいせい

28年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,899人
にん

）のうち470人
にん

（約

10％）が、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

までに地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

するという成果
せいか

目 標
もくひょう

を掲
かか

げて取組
とりくみ

を推進
すいしん

してきましたが、実績
じっせき

は175人
にん

（3.6％）の移行
いこう

となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できま

せんでした。このうち、県立
けんりつ

施設
しせつ

においては63人
にん

が地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

するという

目 標
もくひょう

を掲
かか

げましたが、実績
じっせき

は15人
にん

となりました。 
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○ また、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

を、平成
へいせい

28年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,899

人
にん

）に対
たい

し74人
にん

（約
やく

２％）減 少
げんしょう

を見込
み こ

むという成果
せいか

目 標
もくひょう

については、実績
じっせき

とな

る令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

が4,745人
にん

で、154人
にん

（3.1％）の減 少
げんしょう

となり、

目 標
もくひょう

を達成
たっせい

しています。 

 

○ グループホーム等
とう

の職 員
しょくいん

を対 象
たいしょう

に、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

や喀痰
かくたん

吸 引 等 研 修
きゅういんとうけんしゅう

を実施
じっし

し、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

における研 修
けんしゅう

修 了 者 数
しゅうりょうしゃすう

の累計
るいけい

は、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

（基礎
き そ

研 修
けんしゅう

）が 3,594名
めい

、同
どう

（実践
じっせん

研 修
けんしゅう

）が 1,128

名
めい

、喀痰
かくたん

吸 引 等 研 修
きゅういんとうけんしゅう

が 2,232名
めい

（平成
へいせい

29年度
ねんど

～令和
れいわ

２年度
ねんど

の累計
るいけい

）となっていま

す。 

 

＜課題
かだい

＞ 

○ 本県
ほんけん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分別
くぶんべつ

の 状 況
じょうきょう

から、中軽度
ちゅうけいど

の方
かた

に比
くら

べて、

重度
じゅうど

の方
かた

の地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

んでいないと 考
かんが

えられるため、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を更
さら

に促進
そくしん

することが必要
ひつよう

となっています。 

 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

において地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

した 175人
にん

の移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

は、グルー

プホーム（共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

）が 最
もっと

も多
おお

くなっていますが、グループホーム利用者
りようしゃ

の

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

をみると、中軽度
ちゅうけいど

の方
かた

に比
くら

べて重度
じゅうど

の方
かた

の利用
りよう

が十 分
じゅうぶん

に進
すす

んでい

るとは言
い

えない 状 況
じょうきょう

があるため、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れることができるグル

ープホームを更
さら

に増
ふ

やしていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5等
とう

、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

が必要
ひつよう

となる方
かた

を地域
ちいき

のグループホーム等
とう

で受
う

け入
い

れることができるよう、専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

する人材
じんざい

育成
いくせい

など、体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

となっています。 

   

（第
だい

５期
き

計画
けいかく

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者
いこうしゃ

の移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

） 

地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

 

移
い

  行
ぎょう

  先
さき

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 家庭
かてい

復帰
ふっき

 公営
こうえい

/一般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

 その他
た

 

175人
にん

 
136人

にん

 27人
にん

 12人
にん

 ０人
にん

 

(77.7%) (15.4%) (6.9%) (０%) 

  

（共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

利用者
りようしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

） 

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

 人数
にんずう

 構成比
こうせいひ

 

区分
くぶん

１ 146人
にん

 1.5％ 
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区分
くぶん

２ 2,121人
にん

 21.2％ 

区分
くぶん

３ 2,528人
にん

 25.2％ 

区分
くぶん

４ 2,212人
にん

 22.1％ 

区分
くぶん

５ 1,510人
にん

 15.1％ 

区分
くぶん

６ 1,382人
にん

 13.8％ 

その他
た

 117人
にん

 1.2％ 

計
けい

 10,016人
にん

 100％ 

 ※ 令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9 

 

○ 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めていくに当
あ

たっては、 障
しょう

がい者本人
しゃほんにん

の自己
じ こ

決定
けってい

を踏
ふ

ま

えることが必要
ひつよう

であることから、本人
ほんにん

の意思
い し

決定
けってい

を支援
しえん

する 要
かなめ

となる相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12及
およ

び相談
そうだん

支援事
しえんごと

業 者
ぎょうしゃ

の数
かず

を更
さら

に増
ふ

やしていく必要
ひつよう

があります。 

 

  ○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

では、日 中
にっちゅう

活動
かつどう

が施設内
しせつない

で 行
おこな

われ、大半
たいはん

の利用者
りようしゃ

が施設内
しせつない

だけで生活
せいかつ

しており、利用者
りようしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

をイメージできず、入 所
にゅうしょ

期間
きかん

が長期化
ちょうきか

しているとの

指摘
してき

があります。そこで、入 所 中
にゅうしょちゅう

に地域
ちいき

での様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
きかい

を増
ふ

やすよ

う支援
しえん

していく必要
ひつよう

があります。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

、本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

及
およ

び県立
けんりつ

施設等
しせつとう

における地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

促進
そくしん

の取組
とりくみ

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

します。 

 

  ア 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

     

成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

の目 標
もくひょう

 

令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）の

うち地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 

４３６人
にん

が地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

 

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の９％） 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

について＞ 

 市町村
しちょうそん

がそれぞれの 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

において設定
せってい

した地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

に係
かか

る成果
せいか

目 標
もくひょう

の合計
ごうけい

339人
にん

に、県
けん

が「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を実践
じっせん

し、県立
けんりつ

施設
しせつ

を「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」とすること等
とう

により、独自
どくじ

に地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を目指
め ざ

す 97

人
にん

を加
くわ

えた 436人
にん

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の９％）が、令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

までに地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

することを目指
め ざ

します。 
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イ 施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の減 少 数
げんしょうすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

の目 標
もくひょう

 

令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）に

対
たい

する減 少 数
げんしょうすう

 

１７０人
にん

減
げん

（4,648人
にん

） 

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の 3.5％）※ 

   ※ 施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の減 少 数
げんしょうすう

についても、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

と同様
どうよう

の 考
かんが

え方
かた

により、市町村障
しちょうそんしょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

の合計
ごうけい

73人
にん

に 97人
にん

を加
くわ

えた 170人
にん

の

減 少
げんしょう

を目 標
もくひょう

としています。 

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

（当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の推進
すいしん

） 

○ 「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の基本
きほん

となる意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の 考
かんが

え方
かた

を、県内
けんない

の事業所等
じぎょうしょとう

に広
ひろ

げていくため、担
にな

い手
て

の養成
ようせい

を行
おこな

うとともに、アドバイザーの派遣
は け ん

や県版
けんばん

ガイ

ドラインの作成等
さくせいとう

により事業者
じぎょうしゃ

が行
おこな

う意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

を促進
そくしん

します。 

 

○ 意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の 要
かなめ

となる相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12について、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修 等
けんしゅうとう

の実施
じっし

により数
かず

と質
しつ

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

において、居室
きょしつ

施錠等
せじょうとう

の廃止
は い し

に向
む

けて職員
しょくいん

の意識
い し き

改革
かいかく

を図
はか

るとともに、

利用者
りようしゃ

一人
ひ と り

ひとりに応
おう

じた施設
し せ つ

の改修
かいしゅう

を行
おこな

います。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

については、地域
ち い き

の事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

により施設外
しせつがい

の活動
かつどう

の場
ば

を確保
か く ほ

するな

ど、日中
にっちゅう

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、地域
ち い き

での様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
き か い

を確保
か く ほ

しな

がら入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を後押
あ と お

ししていきます。 

 

（グループホーム等
とう

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 「障害者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター」における、グループホームの開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言
じょげん

や、グループホーム等
とう

の整備
せ い び

・運営
うんえい

に係
かか

る費用
ひ よ う

の

補助等
ほじょとう

の支援
し え ん

を通
つう

じ、市町村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して、グループホームの設置
せ っ ち

・利用
り よ う

の促進
そくしん

とサ

ービスの充実
じゅうじつ

を継続
けいぞく

して図
はか

っていきます。特
とく

に、課題
か だ い

である重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

に向
む

けて、バリアフリー化
か

工事
こ う じ

に係
かか

る費用
ひ よ う

の補助
ほ じ ょ

など、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の受入
う け い

れが可能
か の う

なグループホームの整備
せ い び

に向
む

けた支援
し え ん

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 
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○ 多様
たよう

な形態
けいたい

のグループホームの整備
せいび

を促進
そくしん

し、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

にも対応
たいおう

できる

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

や住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

での生活
せいかつ

の継続
けいぞく

に対
たい

する 障
しょう

がい者
しゃ

やその家族等
かぞくなど

の不安
ふあん

を解 消
かいしょう

するため、体験
たいけん

利用
りよう

の

促進等
そくしんとう

により住
す

まいの場
ば

の選択肢
せんたくし

の拡大
かくだい

を図
はか

ります。 

 

○ 行 動 障
こうどうしょう

がいのある方
かた

への適切
てきせつ

な支援
しえん

方法
ほうほう

を習 得
しゅうとく

する強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修 等
けんしゅうとう

を実施
じっし

し、グループホーム等
とう

において重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な

支援
しえん

が提 供
ていきょう

されるよう、引
ひ

き続
つづ

き専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

した人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り

組
く

みます。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を促進
そくしん

するため、入所者
にゅうしょしゃ

を受
う

け入
い

れるグルー

プホームについて、受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せ い び

を支援
し え ん

します。 

 

（地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるサービス等
とう

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 地域
ちいき

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なホームヘルプサービスの充 実
じゅうじつ

を図
はか

るための精 神 障
せいしんしょう

がいや

医療的
いりょうてき

ケアに対応
たいおう

した人材
じんざい

の養成
ようせい

、生活
せいかつ

介護
かいご

など日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

するための

施設
しせつ

整備
せいび

の支援
しえん

など、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の基盤
きばん

整備
せいび

を進
すす

めます。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を計画的
けいかくてき

に養成
ようせい

するとともに、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に関
かん

する

専門的
せんもんてき

知識
ちしき

を有
ゆう

した相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を増
ふ

やすことにより、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

(地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

)の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、訪問系
ほうもんけい

サービ

スについては、ホームヘルパー等
とう

の養成
ようせい

や、特
とく

に重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

について事業者
じぎょうしゃ

の

理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ることなどを通
つう

じて、サービスを提 供
ていきょう

する事業者
じぎょうしゃ

等
など

の拡大
かくだい

を図
はか

りま

す。 

 

 ○ 障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

に基
もと

づき、家族
かぞく

の高齢化
こうれいか

や親
おや

が亡
な

くなった後
あと

も地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる

よう、障
しょう

がい者
しゃ

のニーズ及
およ

び実態
じったい

に応
おう

じて、居宅
きょたく

介護
かいご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

、同行
どうこう

援護
えんご

、

行動
こうどう

援護
えんご

、自立
じりつ

生活
せいかつ

援助等
えんじょとう

の支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

及
およ

び日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保等
かくほとう

により、在宅
ざいたく

サービスの量 的
りょうてき

・質的
しつてき

充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 常時
じょうじ

介護
かいご

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がい者
しゃ

が、 自
みずか

らが選択
せんたく

する地域
ちいき

で生活
せいかつ

できるよう、

日 中
にっちゅう

及
およ

び夜間
やかん

における医療的
いりょうてき

ケアを含
ふく

む支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、体 調
たいちょう

の

変化
へんか

や支援者
しえんしゃ

の状 況 等
じょうきょうとう

に応
おう

じて一時的
いちじてき

に利用
りよう

することができる医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

＊

13などの整備
せいび

を進
すす

めます。 
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